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鳥
取
労
働
局
長

藤

森

和

幸

本
年
四
月

一
日
付
で
烏
取
労
働
局
長
と
し
て
赴
任
し
て
き
ま
し
た
藤
森
で
す
。

私
は
以
前
に
も
二
年
間
、
鳥
取
勤
務
を
経
験
し
て
お
り
ま
し
て
、
◆
回
の
赴
任

に
は

「た
だ
い
ま
、
帰
り
ま
し
た
」
と
い
う
懐
か
し
さ
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

高
年
齢
者
の
就
業
対
策
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
リ
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
連
合
会
、
各
セ
ン
タ
ー
及
び
会
員
の
皆
様
に
格
別
の
こ
協
力
と
こ
尽
力

を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
承
知
の
と
お
り
、
我
が
国
は
平
均
寿
命
の
大
幅
な
伸
び
と
出
生
率
の
低
下
に

よ
り
世
界
に
類
を
見
な
い
早
さ
で
、
少
子

・
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。

特
に
本
県
は
全
国
に
先
駆
け
て
高
年
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
高
年
齢
者
の
方
々

が
長
年
培

っ
て
き
た
知
識
や
経
験
を
活
か
し
て
社
会
の
担
い
手
と
し
て
活
躍
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
大
き
く
期
待
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
う
し
た
中
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
は
、
定
年
退
職
後
等
に
、
臨
時

的
か
つ
短
期
的
又
は
軽
易
な
就
業
を
希
望
す
る
高
年
齢
者
の
方
々
に
対
し
て
、
地

域
の
日
常
生
活
に
密
着
し
た
仕
事
を
提
供
し
就
業
機
会
の
増
大
を
図
り
、
渚
力
あ

る
地
域
社
会
づ
く
り
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
景
気
は
全
国
的
に
は
回
復
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
と
の
見
方
を
さ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
本
県
に
お
い
て
は
そ
の
こ
と
を
実
感
す
る
こ
と
が

出
来
す
、
一雇
用
情
勢
は
依
然
と
し
て
厳
し
く
、
特
に
高
年
齢
者
に
と
っ
て
は

一
度

離
職
す
る
と
再
就
職
は
極
め
て
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
県
下
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
が
確
実
に

進
展
し
て
い
る
こ
と
は
皆
様
の
日
頃
か
ら
の
熱
意
と
こ
努
力
の
賜
と
、
あ
ら
た
め

て
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
す
。

鳥
取
労
働
局
と
い
た
し
ま
し
て
も
高
齢
先
行
具
で
あ
る
本
県
に
お
け
る
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
の
重
要
性
を
十
分
認
識
し
、
県

・
市
町
村
と
の
連
携
の
も

と
に
、
地
域
に
密
着
し
た
事
業
運
営
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
に
よ
り
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
を
引
き
続
き
積
極
的
に
推
進
す
る
所
存
で
す
の
で
、
今
後
と

も

一
層
の
こ
支
援
、
こ
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

最
後
に
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
の
益
々
の
こ
発
展
と
会
員
皆
様
の
こ

活
躍
を
祈
念
し
こ
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

新
任
御
挨
拶

会 組 罵 爾翼

こリ
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平
成
十
九
年
七
月
五
日
付
け
で
商
工
労
働
部
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
会
員

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
こ
ろ
か
ら
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
各
種
事

業
を
通
じ
て
、
本
県
の
高
齢
者
の
方
々
の
生
き
が
い
づ
く
り
な
ど
に
御
尽
力
を
い

た
だ
き
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
◆
年
か
ら
い
よ
い
よ
団
塊
の
世
代
が
六
十
歳
に
達
し
始
め
、
熟
練
し
た

技
能
、
知
識
及
び
経
験
を
有
す
る
多
く
の
方
々
が
退
職
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
全

国
的
に
は
経
済
情
勢
が
回
復
す
る
中
、
本
県
の
一雇
用
情
勢
は
依
然
低
迷
し
て
お
り
、

若
年
者
が
景
気
の
良
い
県
外
に
仕
事
を
求
め
て
流
出
す
る
傾
向
も
み
ら
れ
ま
す
。

本
県
に
お
き
ま
し
て
も
若
年
労
働
力
不
足
や
若
者
の

「も
の
づ
く
り
離
れ
」
に

よ
る
後
継
者
不
足
な
ど
、
取
り
組
む
べ
き
課
題
が
山
積
し
て
お
り
、
県
と
し
ま
し

て
も
、
「求
人
開
拓
員
」
を
新
た
に
設
置
す
る
な
ど
、
求
人
環
境
の
改
善
等
に
積

極
的
に
取
り
組
み
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
、
高
齢
者
の
方
々
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
生
き
が
い
を
持

っ

て
活
躍
し
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
環
境
の
も
と
、
豊
か
な
知
識
、
技
術
、
経
験
を

生
か
し
、
地
域
社
会
の
支
え
手
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

お
り
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
果
た
す
役
割
は
今
ま
で
以
上
に
重
要
と
な
っ

て
き
ま
す
。

一
方
、
市
町
村
合
併
で
各
セ
ン
タ
ー
が
広
域
化
し
た
こ
と
等
に
よ
る
会
員
確
保

へ
の
評
響
や
、
長
引
く
景
気
の
低
迷
に
よ
る
就
労
先
の
減
少
な
ど
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
を
取
り
巻
く
環
境
も
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
ま
す
。

県
と
し
ま
し
て
も
、
高
齢
者
の
雇
用
の
促
進
や
生
き
が
い
づ
く
り
を
は
じ
め
、

各
種
党
働
施
策
に
飢
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
会

員
の
皆
様
方
の
よ
り

一
層
の
御
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

末
筆
で
は
こ
ざ
い
ま
す
が
、
貴
連
合
会
及
び
会
員
の
皆
様
方
の
御
発
展
と
御
渚

躍
を
祈
念
申
し
上
げ
、
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

鳥
取
県
商
工
労
働
部
長

会 報 需 爾R

Fヨ

日u

司

壮
掴
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平
成
十
九
年
度
第

一

通
常
総
会
開
催

会 報 需 珂R

平
成
十
九
年
度
第

一
回
通
常
総
会
は
六
月
八
日

（金
）
米
子
市
に
お
い
て
会
員
の
代
表
及
び
来
奮
一の

こ
出
席
を
賜
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

宇
野
連
合
会
会
長
の
挨
拶
に
は
じ
ま
り
、
来
審
一の

代
表
と
し
て
鳥
取
労
働
局
　
能
見
職
業
対
策
課
長
か

ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

議
長
に
田
子
南
部
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

理
事
長
が
選
出
さ
れ
議
事
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

圭峨
　
案

第

一
号
議
案
　
社
団
法
人
烏
取
県
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
連
合
会
定
款
の

一
部
変
更
に
つ
い
て

第
二
号
議
案
　
社
団
法
人
烏
取
県
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
連
合
会
平
成
十
八
年
度
事
業
報
告
及

び
収
支
決
算
報
告
に
つ
い
て

第
三
号
議
案
　
社
団
法
人
烏
取
県
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
連
合
会
平
成
十
九
年
度
収
支
補
正
予

算
書
に
つ
い
て

第
四
号
議
案
　
烏
取
県
シ
ル
バ
ー
連
合
労
働
者
派

遣
事
業
実
施
準
備
室
の
設
置
に
つ
い
て

第
五
号
議
案
　
烏
取
県
シ
ル
バ
ー
連
合
保
険
制
度

検
討
委
員
会

（仮
称
）
の
設
置
に
つ
い
て

が
満
場

一
致
で
承
認

・
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

第
六
号
議
案
の
役
員
の
選
任
つ
き
ま
し
て
は
、
水

根
理
事

（鳥
取
県
商
工
会
連
合
会
専
務
理
事
）
の
退

任
に
伴
い
新
し
い
理
事
と
し
て
有
田
勝
徳

（鳥
取
県

中
小
企
業
団
体
中
央
会
専
務
理
事
）
氏
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

◇

◎
第
五
期
役
員
名
簿

◇

◆

◇

◇

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

◇

酸
ｍ
　

事

酸
ｍ
　

事

理
　
　
事

理
　
　
事

理
　
　
事

理
　
　
事

理
　
　
事

理
　
　
事

常
務
理
事

副

会

長

副

会

長

△
蚕
　
　
　
　
一尊
ふ

役

職

林

原

彦

一

谷

幹

彦

有

田

勝

徳

村

田

敏

雄

足
　
一ユ
　
慎
　
夫

石

谷

文

一

田
　
　
子
　
　
一員

足
　
一立
　
郁
　
馬

仲
　
村

　

一　

男

野
　
　
島

　

完

木

島

敏

行

宇
　
野
　
ふ
屈
　
巳

氏

　

名

（
社

）
大
山

町

シ
ル
バ

ー
人
材

セ

ン
タ
ー

理

事

長

鳥

取

県

中

小

企

業

団

体

中

央

会

専

務

理

事

（
社

と
石
美

町

シ
ル
バ

ー
人
材

セ

ン
タ
ー

理

事

長

（
社

）
琴
浦

町

シ
ル
バ

ー
人

材

セ

ン
タ

ー

理

事

長

八

頭

町

シ

ル

バ

ー

人

材

セ

ン

タ

ー

理

事

長

（
社

）
智

頭

町

シ
ル
バ

ー
人
材

セ

ン
タ
ー

理

事

長

（
社
）
南
部
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
　
理
　
事
　
長

（
社

）
境
港

市

シ
ル
バ

ー
人

材

セ

ン
タ
ー

理

事

長

（社
）
烏
取
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
　
事

務

局

長

（
社

）
倉
吉

市

シ
ル
バ

ー
人
材

セ

ン
タ
ー

理

事

長

（
社

）
鳥

取
市

シ
ル
バ

ー
人
材

セ

ン
タ
ー

理

事

長

（
社
）
米
子
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
　
理
　
事
　
長

所

属
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平
成
十
九
年
度

事

業

計

画

書

昼

【

計

画

急
速
な
少
子
高
齢
化
社
会
が
進
み
、
年
々
、
総
人

口
に
占
め
る
高
齢
者
の
割
合
が
増
加
し
て
き
て
い
る

な
か
で
、
経
済
社
会
の
適
力
を
維
持

。
発
展
さ
せ
て

い
く
た
め
に
は
、
高
齢
者
が
長
年
に
わ
た
り
培
っ
て

き
た
豊
か
な
知
識
と
経
験
及
び
技
能
を
積
極
的
に
生

か
し
、
働
く
こ
と
を
通
じ
て
健
康
で
生
き
甲
斐
を
も

っ
て
社
会
活
動
に
参
加
し
、
渚
力
の
あ
る
社
会
の
実

取
　
現
を
目
指
す
こ
と
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

需
　
　
本
年
か
ら
は
い
よ
い
よ
団
塊
の
世
代
が
定
年
を
迎

報
　
ぇ
る
に
あ
た
り
、
高
齢
者
の
働
き
方
は
雇
用

・
就
業

会
　
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
多
様
化
し
て
お
り
、

元
気
な
高
齢
者
が
活
躍
で
き
る
社
会
を
つ
く
る
た
め

に
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
益
々
重

要
で
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
団
塊
の
世
代
を
会
員
と
し

て
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、
さ
ら
な
る
就
業
分
野
の
拡

大
を
図
る
必
要
性
が
生
じ
て
く
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

現
在
、
シ
ル
バ
ー
事
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
補

助
金
削
減
、
行
政
改
革
、
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入

等
で
厳
し
い
状
況
に
あ
る
が
、
特
に
小
規
模
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
は
厳
し
さ
が
顕
著
と
な
っ
て
き
て
お
り
、

何
ら
か
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
全

体
的
に
中

・
長
期
的
な
財
政
見
通
し
の
策
定
と
、
こ

れ
に
対
応
し
た
自
立
的
な
運
営
基
盤
の
強
化
が
必
要

で
あ
り
、
会
員
の
自
主
的
な
就
業
機
会
の
確
保
、
シ

ニ
ア
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
の
渚
用
に
よ
る
就
業

分
野
の
拡
大
及
び
就
業
適
応
を
図
っ
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
ま
た
、
団
塊
の
世
代
の
受
け
入
れ
に
当
た
っ

て
は
、
シ
ル
バ
ー
労
働
者
派
這
事
業
実
施
の
進
展
を

図
り
、
新
し
い
就
業
分
野
の
確
保
等
シ
ル
バ
ー
事
業

の
渚
性
化
と
併
せ
て
シ
ル
バ
ー
会
員
の
増
強
を
図
り

た
い
。

ま
た
、
従
来
か
ら
会
員
で
あ
り
就
業
だ
け
に
と
ら
わ

れ
な
い
後
期
高
齢
者
を
中
心
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
や
サ
ー
ク
ル
渚
動
等
の
社
会
参
加
渚
動
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
地
域
に
お
け
る
シ
ル
バ
ー
事
業
の

理
解
と
信
頼
を
深
め
る
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
を
ふ
ま
え
、
鳥
取
県
シ
ル
バ
ー
連
合

は
シ
ル
バ
ー
事
業
発
展
に
向
か
い
、
本
年
度
は
次
の

事
業
に
取
り
組
む
。

事
業
実
施
計
画

一　
安
全

。
適
正
就
業
推
進
事
業

シ
ル
バ
ー
事
業
の
基
本
で
あ
る
安
全

・
適
正
就

業
を
推
進
す
る
た
め
次
の
事
業
を
実
施
す
る
。

日
　
安
全

・
適
正
就
業
推
進
委
員
会
の
開
催

口
　
鳥
取
県
シ
ル
バ
ー
連
合
保
険
制
度
検
討
委
員

会

（仮
称
）
の
設
置

口
　
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
担
当
者
会
議
の
実
施

囲
　
安
全
就
業
研
修
会
の
開
催

囲
　
安
全
パ
ト
回
―
ル
指
導
員
に
よ
る
巡

一
一　
普
及
啓
発
事
業

田
　
連
合
会
機
関
誌
の
発
行

（年
二
回
）

ロ
　
シ
ル
バ
ー
事
業
普
及
啓
発
促
進
月
間

（
一
〇

月
）
の
行
事

ロ
　
シ
ル
バ
ー
祭
り
開
催

圃
　
ポ
ス
タ
ー
、
各
種
普
及
啓
発
用
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
の
作
成

・
配
布

固
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

〓
一　
就
業
開
拓
事
業

田
　
就
業
機
会
開
発
推
進
委
員
会
の
開
催

口
　
就
業
開
拓
推
進
委
員
の
配
置

ロ
　
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
就
業
機
会
開
発
員
の
配
置

四
　
交
流
研
修
事
業

田
　
鳥
取
県
シ
ル
バ
ー
経
験
交
流
大
会

口
　
連
合
役
員
研
修

五
　
無
料
職
業
紹
介
事
業

手ハ
　
ン
ル
パ
ー
労
働
者
派
遣
事
業
導
入
に
係
る
体
制

整
備
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
剪

田
　
シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
導
入
へ
の
予
備
的
検
討
　
ｔ

ロ
　
シ
ル
バ
ー
派
這
事
業
導
入
検
討
委
員
会
の
設

置
口
　
理
事
会
で
の
シ
ル
バ
ー
派
違
事
業
の
方
針
検

討

・
決
定

囲
　
シ
ル
バ
ー
派
這
事
業
実
施
楽
備
室
の
設
置

ロ
　
シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
導
入
の
決
定

七
　
福
祉

。
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス

田
　
研
修
会
の
開
催

口
　
普
及
啓
発

八
　
指
導
相
談
事
業

九
　
鳥
取
県
シ
ル
パ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
推
進
運

絡
会
議
の
開
催

十
　
一喬
齢
者
活
用
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス
事
業

実
施
セ
ン
タ
ー



（社
）
烏
取
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（社
）
米
子
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（社
）
倉
吉
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

す

一　
一閏
齢
者
活
用
子
育
て
支
援
事
業

実
施
セ
ン
タ
ー

（社
）
烏
取
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（社
）
米
子
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（社
）
倉
吉
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

十
二
　
地
域
高
齢
者
社
会
参
加
促
進
票
業

（社
会
参

加
型
）
　

・
・
実
施
予
定

十
重
　
シ
エ
ア
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
地
域
薯
業

田
　
啓
発
事
業

口
　
総
合
的
雇
用
就
業
情
報
提
供
事
業

覗
　
　
国
　
技
能
講
習
事
業

需
　
　
　
①
　
長
期
講
習

・
十
五
会
場
で
実
施

（別
表
）

報
　
　
　
②
　
短
期
講
習

・
三
十
六
会
場
で
実
施

（別
表
）

会
　
　
　
③
　
職
場
体
験
講
習
事
業

④
　
職
業
紹
介
事
業

十
四
　
藷
会
議
の
開
催

総
会

・
理
事
会

，
事
務
局
長
会
議
及
び
関
係
行

政
機
関
等
と
の
連
絡
会
議
を
実
施
。

別
表

（平
成
十
九
年
度
シ
エ
ア
ワ
ー
ク
プ

ロ
グ
ラ
ム
地
域
事
業
実
施
計
画
）

介

護

支

援

講

習

保

育

支

援

講

習

事

務

補

助

講

習

販

売

員

養

成

講

習

塗

装

ア

シ

ス

タ

ン

ト

講

習

果
樹
栽
培

ア
シ
ス
タ

ン
ト
講

習

室

内

装

飾

ア

シ

ス
タ

ン
ト

講

習

|

農

業

支

援

講

習

造

園

ア

シ

ス

タ

ン

ト

講

習

緑

地

管

理

ア

シ

ス
タ

ン
ト

講

習

警

備

業

務

補

助

講

習

◎
短
期
語
習
名

訪
間
介
護
員
養
成
研
修

二
級
講
習

オ
フ
ィ
ス
ク
リ
十
二
ン
グ
補
助
講
習

造

園

ア

シ

ス

タ

ン

ト

講

習

左
官
　
ブ

ロ

ッ
ク
積
補
助
講
習

経

理

事

務

補

助

講

習

◎
長
期
語
習
名

鳥
取
市

。
米
子
広
域

・
倉
吉
市

・
境
港
市

鳥
取
市
　
米
子
広
域

・
倉
吉
市

南
部
広
域

・
智
頭
町

・
岩
美
町

米
子
広
域

倉
吉
市

倉
吉
市
　
南
部
広
域

鳥
取
市

北
栄
町

米
子
広
域

・
倉
吉
市

・
境
港
市
　
南
部
広
域

・
智
頭
町

八
頭
町

南
部
広
域
　
智
頭
阿

米
子
広
域

・
倉
吉
市

・
境
港
市

・
南
部
広
域

・
智
頭
町

・
江
府
町

米
子
広
域

・
倉
吉
市

・
境
港
市

・
岩
美
町

烏
取
市

・
米
子
広
域

開
催
場
所

鳥
取
市

・
米
子
市

・
倉
吉
市

・
境
港
市

米
子
市

烏
取
市

（
二
回
▼

米
子
市

（
三
回
）
・
倉
吉
市

・
境
港
市

鳥
取
市

（
二
回
▼

米
子
市

鳥
取
市

開
催
場
所

(6)



会 報 需 爾R

平
成
十
九
年
度

事

業

実

施

状

況

第

回

通

常

理

事

会

五
月
二
十
九
日

（水
）
米
子
市
に
お
い
て
開
催
。

タ
ー
連
合
会
定
款
の

一
部
変
更

（案
）
に
つ
い

て
第
二
号
議
案
　
（社
）烏
取
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
連
合
会
平
成
十
八
年
度
事
業
報
告

（案
）

に
つ
い
て

（監
査
報
告
）

第
三
号
議
案
　
（社
）
烏
取
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
連
合
会
平
成
十
九
年
度
収
支
補
正
予
算
書

（案
）
に
つ
い
て

第
四
号
議
案
　
鳥
取
県
シ
ル
バ
ー
連
合
労
働
者
派

這
事
業
実
施
準
備
室

（仮
称
）
の
設
置
に
つ
い

て
第
五
号
議
案
　
鳥
取
県
シ
ル
バ
ー
連
合
保
険
刊
度

検
討
委
員
会

（仮
称
）
の
設
置
に
つ
い
て

第
六
号
議
案
　
役
員
改
選
に
つ
い
て

（役
員
候
補

者
選
考
委
員
の
選
出
に
つ
い
て
）

議
案
は
、
い
す
れ
も
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し

た

。

理

事

長

・
事

務

局

長

合
　
　
同
　
　
ハ
石
　
　
講

六
月
二
十

一
日

（木
）
倉
吉
市
に
お
い
て
開
催
。

圭峨
　
題

田
　
平
成
十
九
年
度
第

一
回
都
道
府
県
連
合
事
務

局
長
会
議
の
報
告

口
　
鳥
取
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
活
性

化
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

口
　
烏
取
労
働
局
高
齢
者
対
策
担
当
官
説
明

］
　
そ
の
他

第

一
回
シ
ん
パ
ー
派
遣

事
業
実
施
準
備
番
員
会

六
月
二
十
九
日

（金
）
倉
吉
市
で
開
催
。

翌峨
　
題

田
　
連
合
及
び
活
動
拠
点
の
シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業

実
施
の
採
択
に
つ
い
て

口
　
連
合
及
び
渚
動
拠
点
の
体
制
整
備

（派
遣
元

責
任
者

。
事
務
所
長
の
任
命
等
）
に
つ
い
て

口
　
労
働
者
派
違
法
第
七
条
第

一
頂
第
四
号
の
要

件

（財
産
的
基
礎
及
び
事
務
所
に
関
す
る
判
断
）

に
つ
い
て

∽
　
派
這
事
業
に
係
る
会
計
区
分
及
び
会
計
業
務

分
担
に
つ
い
て

口
　
派
遣
事
業
に
係
る
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算

　
ｎ

の
立
案
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

囚
　
各
種
規
程
の
制
定
に
つ
い
て

□
　
そ
の
他

客
全
適
正
就
業
推
進
番
員
会

七
月
六
日

（金
）
倉
吉
市
で
開
催
。

圭峨
　
題

田
　
平
成
十
九
年
度
安
全
　
適
正
就
業
推
進
事
業

実
施
計
画
に
つ
い
て

口
　
平
成
十
八
年
度
事
故
発
生
状
況
に
つ
い
て

口
　
平
成
十
八
年
度
各
セ
ン
タ
ー
の
安
全

・
適
正

就
業
へ
の
取
組
み
実
施
に
つ
い
て

囲
　
平
成
十
八
年
度
安
全
　
適
正
就
業
パ
ト
ロ
ー

ル
及
び
講
習
会
実
施
状
況
に
つ
い
て

圭祓
　
案

第

一
号
議
案
　
（社
）
鳥
取
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン



口
　
そ
の
他

就
業
朧
会
開
発
推
進
香
員
会

七
月
十
三
日

（金
）
倉
吉
市
で
実
施
。

圭峨
　
題

日
　
平
成
十
九
年
度
就
業
機
会
開
発
推
進
事
業
実

施
計
画
に
つ
い
て

口
　
平
成
十
八
年
度
各
セ
ン
タ
ー
就
業
機
会
開
拓

実
施
状
況
に
つ
い
て

ロ
　
シ
ル
バ
ー
事
業
渚
性
化
計
画
に
つ
い
て

囲
　
そ
の
他

平

咸

十

九

年

度

客
全

。
適
正
就
業
研
修
会

安
全

・
適
正
就
業
強
化
月
間
の

一
環
と
し
て
平
成

十
九
年
七
月
二
十
七
日

（金
）
倉
吉
市
に
お
い
て
、

各
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
役
職
員

・
会
員
等
七

十
七
名
の
参
加
の
も
と
、
平
成
十
九
年
度
安
全

・
適

正
就
業
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

宇
野
連
合
会
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
会
員
及
び
役

職
員
か
ら
募
集
し
た

「シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事

業
安
全
就
業
標
語
の
入
選
者
の
発
表
及
び
表
彰
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

基
調
講
演
は
、
至
る
六
月
の
全
シ
協
定
期
総
会
に

お
い
て
安
全
就
業
優
良
シ
ル
バ
ー
と
し
て
表
彰
さ
れ

た
、
（社
）
出
雲
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
局

長
　
原
　
文
男
氏
に
よ
る

「安
全

・
適
正
就
業
対
策

の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
講
演
が
あ
り
、

会 報 需 珂R

（社
）
鳥
取
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
安
全
就
業
部

会
担
当
　
山
本
光
美
氏
の

「当
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る

安
全
就
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」
の
事
例
発
表
、

健
康
運
動
指
導
士

。
日
本
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
認
定

指
導
宮
　
藤
本
晶
子
氏
に
よ
る

「生
き
生
き
と
い
つ

ま
で
も
暮
ら
せ
る
た
め
に
」
の
講
演
の
あ
と
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
ま
し
た
皆
さ
ん
が
、
「安
全
に
仕
事
を

す
る
た
め
の
、
就
業
中
及
び
就
業
途
中
の
事
故
防
止
」
、

健
康
で
あ
る
た
め
に
は
ど
う
す
べ
き
か
等
々
真
剣
に

考
え
、
学
ぶ
有
意
義
な
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

(8)



安
全
就
業
漂
語
の
来
彰
作
品

「優
秀
作
品
」

氣
を
抜
く
な
　
気
力
　
体
力
　
Ｈ
々
変
わ
る

松
　
下
　
朝
　
男

（社
）
来
子
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

「入
選
作
品
」

あ
な
ど
る
な
　
慣
狼
と
　
油
断
が
令
と
り

み
　
原
　
　
　
緒

（
社
）
烏
稟
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

気
の
ゆ
る
み
　
思
わ
ぬ
と
こ
ろ
に
　
事
故
み
そ
む

同
　
口
　
邦
　
雄

（社
）
箸
頸
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

終
わ

っ
た
と

事
故
の
え

枡
　
口
　
勝
　
司

（れ
）
倉
吉
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
故
を
呼
ぶ
　
あ
な
た
の
慢

は
　
気

の
ゆ
る
み

凸
　
村
　
淳
　
子

（
社
）
北
＊
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

そ
の
ひ
と
声
が
　
令
と
り

凸
　
口
　
昭
　
彦

（れ
）
夫
凸
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会 報 需 舅R

独
く
゛

ら
モ`

免
の

隻
み
が

「佳
作
作
品
」

日
ご
ろ
か
ら
　
危
隣
予
知
す
る
　
こ
が
け

角
　
口
　
　
　
保

（れ
）
米
子
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

急
ぐ
と
も
　
集
理
せ
ず
　
焦
ら
ず
　
景ヽ
仝
に

（
　
口
　
勝
　
利

《社
）
南
部
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

士
希
は
士
希
　
士暑
寿
は
与
寿
だ
よ
　
集
理
す
ん
な

笹
　
谷
　
育
　
司

（
社
）
諭

部
広
或
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

沈
業
は

　

「
共
榜

・
共
助
」

で
　
＞゙」
妄
仝

鈴
　
木
　
章
　
夫

（社
）
分
亡

下
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

区
別
な
し

芸
合
に
　

初ヽ
ｄ
若
　
ベ
テ
ラ
ン

石
　
井
　
麻
　
疹

（
れ
）
境
港
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

(9)



臨

時

理

事

会

開

催

平
成
十
九
年
二
月
十
五
日

（木
）
倉
吉
市
に
お
い

て
連
合
臨
時
理
事
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

審
議
の
議
案
は
次
の
と
お
り
で
、
い
す
れ
も
原
案

の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
第
三
号
議
案
の
シ
ル
バ
ー
労
働
者
派
這
事
業

検
討
結
果
の
採
択
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か

ら
議
論
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

圭峨
　
案

第

一
号
議
案
　
平
成
十
八
年
度
収
支
補
正
予
算
書

（案
）
に
つ
い
て

会 報 需 鵬

琺団′芸人 馬取県ンジレミー人織センターミ谷会

第
二
号
議
案
　
職
員
給
与
規
程
の

一
部
改
訂

（案
）

に
つ
い
て

第
三
号
議
案
　
シ
ル
バ
ー
労
働
者
派
這
事
業
検
討

結
果
報
告
書
の
採
択
に
つ
い
て

報
告
事
項

・
平
成
十
九
年
度
シ
エ
ア
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム

事
業
の
実
施
に
つ
い
て

・
平
成
十
八
年
度
第
三
回
都
道
府
県
連
合
事
務

局
長
会
議
に
つ
い
て

・
そ
の
他

第

二
回

通

常

理

事

会

平
成
十
九
年
三
月
十
六
日

（金
）
鳥
取
市
に
お
い

て
平
成
十
八
年
度
第
二
回
通
常
理
事
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

審
議
さ
れ
た
次
の
議
案
は
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

圭峨
　
案

第

一
号
議
案
　
平
成
十
八
年
度
収
支
補
正
予
算
書

（案
）
に
つ
い
て

第
二
号
議
案
　
平
成
十
九
年
度
事
業
計
画

（案
）

に
つ
い
て

第
三
号
議
案
　
平
成
十
九
年
度
収
支
予
算
書

（案
）

に
つ
い
て

報
告
事
項

・
平
成
十
八
年
度
事
業
計
画
実
施
状
況
の
報
告

に
つ
い
て

・
平
成
十
八
年
度
都
道
府
県
連
合
会
長
会
議
の

概
要
に
つ
い
て

第

二

回

通

常

総

会

平
成
十
九
年
三
月
二
十
七
日

（火
）
鳥
取
市
に
お

い
て
平
成
十
八
年
度
第
二
回
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

総
会
は
宇

野
連
合
会
会

長
の
挨
拶
に

続
い
て
、
議

長
に
（社
）
岩

美
町
人
材
セ

ン
タ
ー
理
事

長
　
谷
口
幹

彦
氏
を
選
出

し
、
次
の
議

案
に
つ
い
て

審
議
が
行
わ

れ
、
い
す
れ

も
原
案
の
と
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議
　
案

第

百
嚢
峨
案
　
平
成
十
八
年
収
支
補
正
予
算
書

（案
）
に
つ
い
て

第
二
号
議
案
　
シ
ル
バ
ー
労
働
者
派
遣
事
業
検
討

結
果
報
告
書
の
採
択
に
つ
い
て

第
三
号
議
案
　
平
成
十
九
年
度
事
業
計
画

（案
）

に
つ
い
て

第
四
号
議
案
　
平
成
十
九
年
度
収
支
予
算
書

（案
）

に
つ
い
て

第
五
号
議
案
　
職
員
給
与
規
程
の

一
部
改
訂
に
つ

い
て
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経

験

交

流

六

会

開

催

平
成
十
九
年

一
月
十
八
日

（木
）
午
前

一
〇
時
三

〇
分
か
ら
倉
吉
市
に
お
い
て
、
経
験
交
流
大
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

策
課
長
、
鳥
取
県
商
工
労
働
部
小
倉
次
長
よ
り
祝
辞

を
賜
り
ま
し
た
。

基
調
講
演
に
は

（社
）
岡
山
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
連
合
会
会
長
槌
田
邦
夫
氏
を
お
迎
え
し
、

「◆
後
の
シ
ル
バ
ー
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
」
と
題

し
て
講
演
を
い
た
だ
く
な
ど
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
お
昼
の
休
憩
時
間
に
は
、
境
港
市
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
キ
タ
ロ
ー
音
頭
等
の
踊
り

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

セ

ン

タ

ー

う
罵

颯

ゼ

（

４

０
黒

亀

と真
‥
ば
酎
醸
理
獅

午
後
に
は
、
県
内
、
三
セ
ン
タ
ー
か
ら
次
の
事
例

発
表
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

・

「第
二
次
中
期
事
業
基
本
計
画
の
策
定
に
む
け

て
」

（社
）
烏
取
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
務
局
長
　
田
　
中
　
明
　
博
　
氏

・

「我
が
セ
ン
タ
ー
の
就
業
開
拓
に
つ
い
て
」

（社
）
南
部
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

理
事
長
　
田
　
子
　
　
　
一貝
　
氏

・

「セ
ン
タ
ー
の
現
状
と
◆
後
の
課
題
」

（社
）
岩
美
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

理
事
長
　
谷
　
口
　
幹
　
彦
　
氏

引
き
続
き
、
事
例
発
表
者
を
助
言
者
に
迎
え
て
質

疑
応
答

・
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
盛
会
の
う
ち
に
閉

会
し
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
の

今
後
の

亨

佃

た

へ

裁
が
セ
ン
タ
ー
の
就
業

硝
胡
に
つ
い
て

■
れ
共
人
市
弾
よ
く
シ
ル
ハ
ー
ヘ
■
ｔ
ン

，
１

ｗ
喜
楽

け

〕
Ｔ

工【

゛
〔

会 報 需 覗

、・．Ｌ

・ぃ「一
１

工

■

‘
眸
一

一
よ
験
〓大

会
は
、
県
内
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
役
員

・

会
員

・
市
町
村
の
担
当
者
の
方
々
百
十
名
の
参
加
の

も
と
、
宇
野
連
合
会
会
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
来
審
⌒の

倉
吉
市
の
長
谷
川
市
長
、
烏
取
労
働
局
能
見
職
業
対

μ
置
換
穴

ギ

熊
事
兵

一
■
島
４
ド
一一〒
■
一
「

悧
奏
表

菅

決ヽ
ギ
氣
事
業
基
本
帯
Ｄ
の

車
η
え
衰

|

〔f!〕



島
昭
県
シ
ん
パ
Ｉ
Ａ
Ｍ
セ
ン

タ
ー
事
業
推
進
連
絡
会
議

鵬
　
　
平
成
十
九
年

一
月
二
十
五
日

（木
）
鳥
取
労
働
局

需
　
に
お
い
て
、
鳥
取
労
働
局
、
鳥
取
県
、
シ
ル
バ
ー
人

報
　
材
セ
ン
タ
ー
の
三
機
関
に
よ
る
会
議
が
開
催
さ
れ
、

会
　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
の
自
立
的

・
効
率
的

な
事
業
の
推
進
に
向
け
た
方
策
等
に
つ
い
て
協
議

・

検
討
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

翌峨
　
題

田
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
現
状
と
課
題
に

つ
い
て

口
　
自
立
的

・
効
率
的
な
事
業
の
推
進
に
向
け
た

方
策
に
つ
い
て

・
会
員
の
獲
得
に
向
け
た
取
組
み
に
つ
い
て

・
就
業
分
野
の
拡
大
に
つ
い
て

・
特
定
公
益
法
人
制
度
の
渚
用
に
つ
い
て

・
事
業
評
価
指
導
制
度
の
導
入

・
渚
用
に
つ
い

て
・
シ
ル
バ
ー
派
這
事
業
に
つ
い
て

平
成
十
九
年

一
月
三
十
日

（火
）
倉
吉
市
に
お
い

て
開
催
し
ま
し
た
。

第

一
回

（平
成
十
八
年
七
月
二
十
五
日
）
開
催
か

ら
第
四
回
ま
で
検
討
結
果
、
労
働
者
派
這
事
業
を
実

施
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
う
結
論
に
達
し
、
当

面
は
需
要
が
見
込
ま
れ
る
東
部

・
中
部

・
西
部
地
区

の
中
心
セ
ン
タ
ー
で
平
成
十
九
年
十
月
よ
り
実
施
す

る
よ
う
に
、
シ
ル
バ
ー
連
合
会
理
事
会

へ
提
案

・
要

望
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

第
二
回
烏
昭
県
シ
几
パ
Ｉ
Ａ
Ｍ

セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
会
議
開
催

平
成
十
九
年
二
月
六
日

（火
）
米
子
市
に
お
い
て

開
催
。

翌醸
　
題

田
　
平
成
十
八
年
度
第
三
回
都
道
府
県
連
合
事
務

局
長
会
議
の
報
告

口
　
平
成
十
八
年
度
事
業
計
画
の
実
施
状
況

口
　
烏
取
県
シ
ル
バ
ー
連
合
労
働
者
派
遣
事
業
検

討
結
果
報
告

囲
　
平
成
十
九
年
度
Ｓ
Ｐ
事
業
の
実
施
に
つ
い
て

口
　
烏
取
労
働
局
高
齢
者
対
策
担
当
官
説
明

囚
　
そ
の
他

|→粋一
■ 第

四
派
遣

開働
催者

回
シ
几
パ
ー
菊

事
業
検
討
会
議

懲
゛

一帝一

．一
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会

計

祟

絡

書

担

当

者

研
　
修
　
ハ石
　
開
　
催

平
成
十
九
年
二
月
二
十
二
日

（金
）
倉
吉
市
に
お

い
て
、
（社
）
大
竹
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
務

局
長
　
松
本
光
弘
氏
を
講
師
に
迎
え

「予
算
の
作
成

と
補
助
金
の
申
請
に
つ
い
て
」
の
講
演
を
受
け
、
質

疑
等
が
あ
り
、
実
務
に
つ
い
て
の
指
導
を
受
け
ま
し

た
。

第

二
回
就
業
朧
会
開
発

推

進

番

員

会

開

催

平
成
十
九
年
三
月
二
日

（金
）
倉
吉
市
に
お
い
て

開
催
。

圭戯
　
題

田
　
平
成
十
八
年
度
就
業
機
会
開
発
推
進
事
業
実

施
状
況
に
つ
い
て

口
　
平
成
十
八
年
度
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て

口
　
平
成
十
九
年
度
就
業
機
会
開
発
推
進
事
業
実

施
計
画
に
つ
い
て

囲
　
そ
の
他

推第

一回
客

進

香
全

・
適
圧
就
業

員

会

開

催

平
成
十
九
年
三
月
八
日

（木
）
倉
吉
市
に
お
い
て

開
催
。

圭峨
　
題

田
　
平
成
十
八
年
度
安
全

・
適
正
就
業
パ
ト
ロ
ー

ル
指
導
員
中
央
研
修
に
つ
い
て

口
　
平
成
十
八
年
度
傷
害

・
賠
償
事
故
発
生
状
況

及
び
連
合
パ
ト
回
―
ル
指
導
員
に
よ
る
巡

導
状
況
に
つ
い
て

口
　
平
成
十
八
年
度
連
合

・
各
セ
ン
タ
ー
安
全
就

業
推
進
事
業
実
施
状
況
に
つ
い
て

ω
　
平
成
十
九
年
度
連
合
安
全

・
適
正
就
業
推
進

事
栄
実
施
計
画
に
つ
い
て

∩
　
章思
見
交
換

会 報 需 珂R

‐

因
　
そ
の
他
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孝成?守奪麿ン=′ワークプログラム地域事業
実施計画晨び実施状3用

会 報 需 阻

シエアワークプログラム地域事業は、 (社 )鳥耳又県シルバー人材センター連合会が渚動拠点の

協力のもと、クラ種クラ様な技能講習を事業主団体と連携をはかりながら実施する事業です。

講習の種類は、長期講習 (40時間を超える講習)と短期講習 (20時 F自]を超え40時間迄)の
2種類となります。

平成 19年度は、長期講習 15回 (介護講習 4回含む)、 短期講習36回を計画し、順次実施し

ております。

1.長期講習

19名 18名経理事務補助 ] 米子会場 5月 30日～ 6月 15日 13日 20名

]3日 20名 2]名 21名経理事務補助 ] 鳥取会場 6月 4日～ 6月 20日

倉吉会場 6月 6日～ 6月 22日 13日 20名 16名 16名経理事務補助

造園アシスタン ト1 鳥取会場 6月 25日～ 7月 5日 9日 20名 22名 22名

19名 19名経理事務補助 境港会場 フ月23日～ 8月 8日 ]3日 20名

9日 20名左宮・ブロック積補助 鳥取会場 9月 6日～ 9月 20日

米子会場 9月 10日 ～ 9月 21日 9日 20名造園アシスタン ト

オフィスクリーニング
補助 米子会場 10月 16日 ～ 10月 26日 9日 20名

造園アシスタン ト2 鳥取会場 ]]月 19日 ～ ]1月 30日 9日 20名

]3日 20名経理事務補]力2 鳥取会場 12月 5日～ 12月 21日

1月 23日～ 2月 8日 ]3日 20名経理事務補助2 米子会場

介護講習 (2級課程)

米子会場 6月 25日～ 8月 3日 23日 20名 ]フ名 14名訪間介護員養成研修

訪間介護員養成研4多 倉吉会場 8月 20日～ 10月  ]日 23日 20名

20名訪間介護員養成研修 鳥取会場 10月 4日～ 1]月 ]4日 23日

境港会場 10月 18日 ～ ]1月 28日 23日 20名訪間介護員養成研修

〔14)



2.短期講習

会 報 需 珂R

15名4月 9日～ 4月 13日 5日 15名 ]6名農業支援講習 智頭会場

15名6月 18日 ～ 6月 22日 5日 ]5名 18名室内装飾アシスタン ト 智頭会場

6日 20名 18名 18名米子会場 6月 18日 ～ 6月 25日造園アシスタン ト

6日 20名 ]9名 19名境港会場 6月 26日～ フ月 3日緑地管理アシスタン ト

6日 20名 20名 18名岩美会場 フ月 4日～ フ月 11日緑地管理アシスタン ト

フ日 20名 15名 ]4名倉吉会場 フ月 4日～ フ月 12日塗装アシスタン ト

18名6日 20名 18名境港会場 フ月24日～ フ月31日保育支援

]5名 名6日 20名北栄会場 フ月24日～ フ月31日室内装飾アシスタン ト

23名 22名5日 20名智頭会場 フ月30日～ 8月 3日造園アシスタン ト

6日 20名倉吉会場 8月 20日～ 8月 2フ 日緑地管理アシスタン ト

9月予定 フ日 20名販売員養成研修 米子会場

20名8月 24日～ 8月 30日 5日保育支援 鳥取会場

6日 20名9月 3日～ 9月 10日造園アシスタン ト 倉吉会場

6日 20名米子会場 9月 18日 ～9月 26日保育支援

フ日 20名鳥取会場 9月 25日～ 10月 3日警備業務補助

5日 20名南部会場 9月予定事務補助

6日 20名境港会場 9月予定造園アシスタン ト

6日 20名倉吉会場 10月 22日～ 10月 29日介護支援

6日 20名南部会場 10月 予定造園アシスタン ト

20名5園智頭会場 10月 予定事務補助

15名10月予定 6日造園アシスタン ト 江府会場

20名]]月 5日～ 11局 13日 フ日警備業務補助 米子会場

20名11月 フ日～ ]1月 ]4冒 6日緑地管理アシスタン ト 米子会場

6日 20名1]月 予定果樹栽培アシスタン ト 南部会場

6日 20名八頭会場 ]1月 予定室内装飾アシスタン ト

6日 20名倉吉会場 12月 3日～ 12月 1フ日果樹栽培アシスタン ト

6日 20名米子会場 ]月 15日 ～ 1月 22日室内装飾アシスタン ト

6日 20名倉吉会場 1月 2]日～ 1月 28日保育支援

5日 20名鳥取会場 1月 23日～ 1月 29日介護支援

6日 20名南部会場 1月予定室内装飾アシスタン ト

6日 20名鳥取会場 2月 13日 ～ 2月 20日室内装飾アシスタン ト

5日 20名米子会場 2月 18日 ～ 2月 22日介護支援

6日 20名倉吉会場 2月 18日 ～ 2月 25日室内装飾アシスタン ト

20名6日境港会場 2月予定室内装飾アシスタン ト

6日 20名2月予定農業支援 南部会場

5日 20名岩美会場 2月予定事務補助
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会 報 需 珂R

健
康
ン
町
Ｉ
秦
⑦

お
酒
に
つ
い
て
考
え
る
。

山
陰
労
災
病
院

第
三
消
化
器
内
科
部
長

西

向

栄

治

「お
酒
は
不
思
議
な
欲
み
物
。

お
酒
の
効
用
」

お
酒
は
、
本
当
に
不
思
議
な
飲
み
物
で
す
。
「酒

は
天
の
美
禄
、
百
薬
の
長
。
原
始
時
代
か
ら
人
間
に

恵
ま
れ
た
最
上
の
飲
み
物
で
あ
る
。
」
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

と
か
く
世
間
で
は
、
祝
い
事
、
人
の
集
ま
り
な
ど

が
あ
る
と

「乾
杯
」
と
言
っ
て
は
、
い
た
る
と
こ
ろ

で
年
中
、
皆
で
お
酒
が
酌
み
交
わ
さ
れ
ま
す
。
お
酒

は
、
場
の
緊
張
を
和
ら
げ
抑
制
を
取
り
除
き
、
渚
気

付
け
、
そ
の
場
を
明
る
く
し
、
人
の
輪
を
広
げ
ま
す
。

ま
た
、　
一
日
の
晩
酌
は
疲
れ
を
和
ら
げ
る
の
に
有
用

で
、
食
欲
を
増
進
さ
せ
、
睡
眠
を
促
し
ま
す
。
そ
し

て
、
少
量
の
飲
酒
は
、
血
管
を
広
げ
寿
命
を
延
ば
す

こ
と
が
知
ら
れ
、
適
量
の
飲
酒
○

・
五
～

一
合
は
、

脳
血
管
疾
患
、
心
筋
梗
塞
の
発
生
を
予
防
す
る
こ
と

が
紹
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
飲
酒
の
効
用
の
過
大
視
は
禁
物

で
す
。
度
が
週
ぎ
る
大
量
の
飲
酒
は
、
脱
水
、
脳
出

血
や
高
血
圧
、
不
整
脈
な
ど
を
引
き
起
こ
し
、
沢
山

の
方
々
の
寿
命
を
縮
め
、
そ
し
て
、
人
間
関
係
ま
で

も
壊
し
か
ね
な
い
と
い
う
現
実
が
存
在
し
ま
す
。

「お
酒
と
法
律
」

ま
す
、
た
ば
こ
も
そ
う
で
す
が
、
子
供
や
妊
婦
さ

ん
は
体
に
悪
い
か
ら
飲
ん
で
は
い
け
な
い
。
で
も
大

人
男
性
は
飲
ん
で
い
い
と
言

っ
て
毎
晩
酔

っ
払
い
ま

す
。何

故
体
に
悪
い
と
わ
か

っ
て
い
る
も
の
を
沢
山
飲

ま
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
　
お
う
ち
や
外
で
飲
む
分

に
は
、
誰
が
止
め
て
も
好
き
な
だ
け
飲
め
ま
す
し
逮

捕
も
さ
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
最
近
は
処
分
が
厳
し
く
な
り
ま
し
た
が
、

飲
ん
で
運
転
す
る
と
法
律
で
警
察
の
こ
厄
介
に
な

っ

て
逮
捕
さ
れ
、
厳
罰
、
免
職
等
が
く
だ
さ
れ
ま
す
。

お
酒
、
ア
ル
コ
ー
ル
は
、
そ
の
殆
ど
が
、
急
速
に

胃
と
小
腸
で
吸
収
さ
れ
、
血
中
に
入
り
、
脳
に
直
接

し
み
込
ん
で
行
き
麻
痺
さ
せ
、
い
わ
ゆ
る
酔
い
の
状

態
を
生
じ
ま
す
。
い
つ
も
不
思
議
に
思
う
こ
と
で
す

が
、
水
や
お
茶
は
、
生
ビ
ー
ル
ほ
ど
沢
山
飲
め
ま
せ

ん
。
初
期
の
段
階
で
は
、
抑
制
が
取
れ
、
気
が
大
き

く
な
り
ま
す
が
、
血
中
濃
度
が
上
昇
す
る
に
従
っ
て
、

注
意
力
が
散
漫
に
な
り
、
動
け
な
く
な
っ
て
、
意
識

「お
酒
の
吸
収

・
代
謝
と
毒
性
」
　

「お
酒
の
代
謝
の
違
い
」

障
害
を
来
た
し
、
急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
と
な
り
、

死
に
至
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ア
ル
コ
ー
ル

は
肝
臓
で
分
解
さ
れ
、
全
て

一
度
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ

ド
に
変
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
が
三
日
酔
い
の
原
因
物

質
で
、
理
科
の
実
験
室
で
標
本
が
腐
ら
な
い
で
浸
か

っ
て
い
る
ホ
ル
マ
リ
ン
の
親
戚
の
様
な
毒
物
で
す
。

そ
の
よ
う
な
毒
物
が
体
内
で
発
生
す
る
の
で
、
飲
み

週
ざ
た
翌
日
に
頭
痛
、
吐
き
気
、
倦
怠
感
を
経
験
さ

れ
、
し
ん
ど
い
思
い
を
経
験
さ
れ
た
方
も
多
い
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
が
ア
ル
コ
ー
ル
の
毒
物
の
兆
候
で
す
。

非
常
に
重
要
な
兆
候
で
す
が
、　
一
般
的
に
笑

っ
て
済

ま
さ
れ
、
気
づ
い
て
お
ら
れ
な
い
の
が
残
念
に
思
い

ま
す
。
栄
養
で
あ
る
牛
乳
を
飲
ん
だ
翌
日
に
こ
の
よ

う
な
症
状
が
起
こ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ア
ル
コ
ー
ル
の
毒
性
は
、
お
酒
だ
け
を
衛
日
飲
ま
　
ω

せ
た
赤
ち
ゃ
ん
と
牛
乳
だ
け
を
毎
日
飲
ま
せ
た
赤
ち
　
田

ゃ
ん
が
、
◆
後
ど
う
な
る
か
を
考
え
て
み
れ
ば
一
目

瞭
然
で
す
。
や
は
リ
ア
ル
コ
ー
ル
は
毒
性
の
側
面
を

持

っ
て
い
る
の
で
す
。

一
般
に
あ
の
人
は
お
酒
が
強
い
。
私
は
お
酒
の
臭

い
を
嗅
ぐ
だ
け
で
酔
っ
払

っ
て
し
ま
う
な
ど
と
言
わ

れ
る
の
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
こ
れ
は
い
っ
た
い
何

故
で
し
よ
う
か
？
　
お
酒
に
強
い
人
、
弱
い
人
の
違

い
は
、
こ
の
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
を
分
解
す
る
酵
素

（ア
ル
デ
ヒ
ド
脱
水
素
酵
素
）
の
渚
性
の
違
い
に
よ

り
生
じ
ま
す
。

こ
の
酵
素
は
、
自
人
、
黒
人
は
全
て
活
性
型
で
あ
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り
お
酒
を
早
く
分
解
し
二
日
酔
い
が
起
こ
り
に
く
い

の
に
対
し
、
日
本
人

（モ
ン
ゴ
回
イ
ド
）
は
、
渚
性

型
は
五
〇
％
で
あ
り
、
不
活
型

（活
性
型
の
十
六
分

の

一
の
強
さ
）
が
四
十
五
％
、
失
活
型

（活
性
な
し
）

が
五
％
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
日
本
人
の
約
半
数
の

人
は
ア
ル
デ
ヒ
ド
が
分
解
さ
れ
に
く
く
嘉
性
が
高
く

残
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
失
渚
型
の
人
は
、
お
酒
を
飲
む
と
ア
セ
ト

ア
ル
デ
ヒ
ド
が
分
解
さ
れ
な
い
の
で
意
識
を
失
い
、

下
戸
と
呼
ば
れ
る
人
が
百
人
に
五
人
存
在
し
ま
す
。

即
ち
、
日
本
人
の
約
半
数
は
ア
ル
コ
ー
ル
に
弱
く
、

自
人
、
黒
人
と
は
遺
伝
的
に
異
な
り
ま
す
。
ま
た
、

女
性
は
男
性
の
半
分
の
飲
酒
量
で
肝
硬
変
に
な
る
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

「お
酒
の
障
害
臓
器
と
依
存
症
」

慢
性
的
に
脳
が
ア
ル
コ
ー
ル
に
依
存
し
て
ゆ
き
ま

す
と
体
中
の
諸
臓
器
、
脳
神
経
、
肝
臓
、
膵
臓
な
ど

少
し
ず
つ
傷
害
し
様
々
な
病
気
を
引
き
起
こ
し
て
寿

命
を
縮
め
ま
す
。
食
事
を
摂
ら
す
お
酒
だ
け
飲
ま
れ

る
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
方
の
平
均
寿
命
は
五
十

一

歳
と
い
わ
れ
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
方
は
寿
命
の
こ
と

な
ど
考
え
ず
に
飲
酒
さ
れ
、
死
ぬ
手
前
で
救
急
車
で

病
既
に
運
ば
れ
て
来
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
方
は
、

お
酒
を
味
わ
う
の
で
は
な
く
、
と
に
か
く
嫌
な
こ
と

を
忘
れ
る
た
め
に
、
空
き
っ
腹
に
お
酒
を
入
れ
て
、

酔
う
た
め
に
、
い
や
、
酔
う
ま
で
飲
ん
で
し
ま
う
傾

向
が
強
い
よ
う
で
す
。

肝
臓
で
ア
ル
コ
ー
ル
分
解
酵
素
が
誘
導
さ
れ
る
た

め
、　
一
杯
で
酔
え
て
い
た
の
が
酔
わ
な
く
な
り
、
次

第
に
二
杯
、
三
杯
と
飲
ま
な
け
れ
ば
、
酔
い
が
回
り

ま
せ
ん
。
食
べ
物
が
入
ら
な
け
れ
ば
そ
の
分
血
中
ア

ル
コ
ー
ル
の
濃
度
が
濃
く
な
り
、
毒
性
も
増
し
て
、

肝
硬
変
、
膵
炎
、
粕
尿
病
、
食
道
癌
、
大
腸
癌
、
肝

臓
癌
、
脳
症
、
禁
断
症
状
、
末
梢
神
経
障
害
な
ど
を

引
き
起
こ
し
ま
す
。
そ
し
て
、
悪
循
環
が
続
き
、
身

体
的
な
問
題
だ
け
で
な
く
、
仕
事
、
家
族
、
対
人
関

係
な
ど
の
社
会
的
な
問
題
を
生
じ
て
い
る
に
も
関
わ

ら
す
飲
酒
が
止
め
ら
れ
な
い
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
と

い
う
、
普
通
の
酒
飲
み
と
は
違

っ
た
病
態
に
陥
り
ま

す
。
食
事
が
摂
れ
な
い
、
腹
水
が
貯
ま
る
、
黄
疸
が

で
た
、
お
腹
が
痛
い
と
い
う
症
状
で
内
科
に
来
院
さ

れ
ま
す
が
、
根
本
は
、
不
安
、
孤
独
、
焦
燥
な
ど
の

た
め
ア
ル
コ
ー
ル
と
い
う
薬
物
に
助
け
て
貰
い
依
存

し
て
い
る
脳
に
原
因
が
あ
り
ま
す
の
で
、
心
療
科
で

の
専
門
的
な
治
療
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
実
に
は
こ
本
人
が
、
自
分
が

依
存
症
で
あ
る
こ
と
を
認
め
自
覚
さ
れ
、
治
療

・
断

酒
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
希
望
し
な
い
限
り
入
院

治
療
出
来
な
い
た
め
、
こ
家
族
が
い
く
ら
治
療
を
希

望
し
て
も
困
難
な
場
合
が
多
く
存
在
し
、
格
差
社
会

の
最
近
、
大
き
な
社
会
的
な
問
題
に
な
っ
て
き
て
い

る
印
象
を
受
け
ま
す
。

「
ス
ト
レ
ス
解
消
法
の

工
夫
の
必
要
性
」

格
差
社
会
と
言
わ
れ
る
現
代
。
ア
ル
コ
ー
ル
以
外

の
方
法
で
ス
ト
レ
ス
を
緩
和
す
る
必
要
が
あ
る
と
感

じ
ま
す
。

特
に
男
性
は

一
人
黙
っ
て
お
酒
を
飲
ま
れ
る
傾
向
が

強
い
様
に
思
わ
れ
ま
す
。
女
性
の
よ
う
に
お
喋
り
を

し
て
体
を
壊
さ
す
に
精
神
的
に
元
気
が
出
る
何
か
別

な
方
法
を
探
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。ま

た
、
熱
中
で
き
る
趣
味
を
持
つ
と
か
、
体
を
動

か
す
運
動
な
ど
の
習
慣
を
持
つ
な
ど
も
お
薦
め
で
す

が
、
や
は
り
、
会
話
が
な
い
内
向
的
な
人
が
依
存
症

に
な
る
傾
向
が
強
い
よ
う
感
じ
ま
す
。

「欲
酒
の
際
に
心
が
け
る
こ
と
」

お
酒
を
飲
む
際
に
心
が
け
る
こ
と
は
、
濃
い
酒
、

特
に
焼
酎
な
ど
は
、
食
道
癌
が
出
来
や
す
い
の
で
、
　

「

な
る
べ
く
薄
め
て
飲
む
こ
と
。
少
量
か
ら
適
量

（
一
　

い

～
二
合
ま
で
）
を
ゆ
っ
く
り
と
時
間
を
掛
け
て
、
酔

う
た
め
に
飲
ま
な
い
で
味
わ
う
よ
う
に
飲
む
こ
と
。

米
養

（タ
ン
パ
ク
質
、
脂
肪
、
茂
水
化
物
、
ビ
タ
ミ

ン
）
の
あ
る
食
事
を
摂
り
な
が
ら
飲
む
と
ア
ル
コ
ー

ル
の
分
解
を
早
め
毒
性
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
が
楽
し
く
飲
ん
で
長
生
き
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

最
後
に
、
コ

杯
は
人
、
酒
を
飲
む
。
二
杯
は
酒
、

酒
を
飲
む
。
三
杯
は
酒
、
人
を
飲
む
。」
と
い
う
諺

が
あ
り
ま
す
が
、
決
し
て
お
酒
に
飲
ま
れ
な
い
よ
う
、

飲
み
週
ざ
に
は
、
こ
注
意
く
だ
さ
い
ま
せ
。
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「ケ
ー
ナ
』
の
音
色
に

甑
せ
ら
れ
て

硼
倉
吉
市
シ
刃
杓
材
セ
ン
タ
ー

邊

和

之

渡

「ケ
ー
ナ
」
と
い
う
楽
器
は
、
南
米

・
ア
ン
デ
ス

地
方
に
紀
元
前
か
ら
伝
承
さ
れ
て
き
た
縦
笛
の

一
種

覗
　
で
、
「
コ
ン
ド
ル
は
飛
ん
で
い
く
」
と
い
う
曲
と
、

需
　
俳
優

・
田
中
　
健
さ
ん
が
吹
い
て
い
た
笛
と
い
え
ば

報
　
ぉ
分
か
り
と
思
い
ま
す
。

会
　
　
こ
の
ケ
ー
ナ
を
作
り
始
め
た
の
は
、
も
う
十
年
も

前
に
な
り
ま
す
が
、
当
時
、
Ｔ
Ｖ
放
映
が
あ
り
、
田

中
　
健
さ
ん
が
大
自
然
の
ス
テ
ー
ジ
の
な
か
で
奏
で

る
明
澄

・
快
渚
で
、
ま
た
、
時
に
は
深
い
憂
い
を
含

ん
だ
音
色
に
み
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

吹
い
て
み
た
い
と
思
い
立
っ
た
の
も
、
中
学

・
高

校
で
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
を
吹
い
た
経
験
が
あ
り
、
結
構

気
楽
に
取
り
掛
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

早
速
、　
一
本
の
輸
入
の
ケ
ー
ナ
、
「田
中
　
健
ケ

―
ナ
教
本
」
と
Ｃ
Ｄ
を
買
い
求
め
、
練
習
を
始
め
た

と
こ
ろ
、
高
い
値
段
の
割
に
は
音
程
が
狂
っ
て
曲
に

成
ら
な
い
の
で
す
。
笛
の
材
料
は
竹
で
す
の
で
、
穴

を
ヤ
ス
リ
で
広
げ
て
多
少
は
音
程
を
調
整
で
き
て
も
、

穴
を
ふ
さ
ぐ
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
も
う
自

分
で
作
る
し
か
な
い
と
決
心
し
、
ケ
ー
ナ
を
作
り
始

め
ま
し
た
。

ま
す
、
材
料
の
篠
竹

（女
竹
）
探
し
が

一
苦
労
で

し
た
。
細
い
竹
は
沢
山
あ
る
の
で
す
が
、
笛
に
適
し

た
太
さ
や
長
さ
、
肉
質
の
そ
ろ
っ
た
竹
と
な
る
と
な

か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
。

指
導
を
受
け
る
方

法
も
解
ら
ず
、
教
本

に
書
い
て
あ
る
寸
法

図
だ
け
が
頼
り
で
、

乾
燥
、
油
抜
き
、
採

寸
、
裁
断
、
歌
口
作

り
、
穴
あ
け
、
音
程

調
整
、
塗
装
な
ど
全

て
が
手
探
り
で
し
た
。

油
抜
き
だ
け
で
も
、

茂
火
で
実

っ
た
り
、

湯
が
い
て
み
た
り
、

コ
ン
ロ
で
焼
い
た
り
、

パ
ー
ナ
ー
で
焼
い
て

み
た
り
、
レ
ン
ジ
に
入
れ
た
り
し
て
、
何
十
本
も
だ

め
に
し
ま
し
た
が
、
よ
う
や
く
納
得
の
い
く
ケ
ー
ナ

が

つ
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

い
ま
で
は
、
長
い
低
音
用
ケ
ー
ナ
か
ら
短
い
高
音

用
ま
で
四
十
本
く
ら
い
完
成
品
が
あ
り
ま
す
。

◆
は
健
康
農
園
を
か
り
て
の
畑
仕
事
や
、
釣
り
に

行

っ
た
り
し
て
、
忙
し
く
週
こ
し
て
い
ま
す
が
、
渓

流
鉤
り
の
折
に
は
、
「ケ
ー
ナ
」
も
パ

ッ
ク
に
忍
ば

せ
、
深
山
の
渓
流
の
せ
せ
ら
ぎ
を
パ

ッ
ク
に
音
色
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

左のケーナが購入したもの、右 4本が自作のケーナです。

ケーナの後ろlよ 「サンポーエア」という同じく女竹で作つ

た楽器です。

後方のフウラン植木鉢は、倉吉シルバー人材センターで焼

しヽた竹茂を鉢として使つたものです。
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'色各

李

常

創
三
十
周
年
を
迎
え
て

硼
岩
美
町
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー

淳

岩
美
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
創
立
十
周
年
の

記
念
式
典
が
、
去
る
七
月

一
日
中
央
公
民
館
で
盛
大

に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

厳
粛
な
中
で
五
十
四
名
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
あ
っ
て
、
和
や
か
で
意
義

の
あ
る
責
典
で
し
た
。

設
立
当
時
か
ら
関
わ
っ
た

一
人
と
し
て
、
当
時
の

経
緯
を
振
り
返
り
感
慨
無
量
の
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

設
立
に
当
た
っ
て
は
、
当
時
の
故
　
澤
阿
長
、
故

吉
田
町
長
に
早
期
設
立
を
懇
願
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

県
下
四
市
に
お
い
て
は
、
既
に
十
周
年
を
迎
え
て
い

て
、
汚
動
し
て
い
る
掘
状
を
再
三
訴
え
て
要
望
し
た

こ
と
を
、
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

漸
く
平
成
九
年
四
月
、
故
　
大
川
啓

一
氏
が
準
備

に
入
り
七
月

一
日
に
町
内
諸
団
体
の
協
力
を
得
て
、

会
員
六
十
九
名
で
創
立
総
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

会
員
の
特
技
を
生
か
す
べ
く
、
仕
事
の
開
拓
や
注

文
取
り
に
町
内
を
回
っ
た
こ
と
、
障
子
張
替
え
で
は
、

や
り
直
し
が
再
三
あ
っ
た
こ
と
な
ど
、
昨
日
の
事
の

様
に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

他
町
村
の
法
人
化
が
進
ん
で
い
る
中
、
わ
が

「岩

美
阿
も
法
人
化
」
を
目
標
に
、
会
員
、
役
職
員
が

一

丸
と
な
り
、
事
務
局
の
精
力
的
な
働
き
の
結
果
、
平

成
十
四
年
十

一
月
、
念
願
の
社
団
法
人
に
認
可
さ
れ

ま
し
た
。
誠
に
喜
ば
し
い
事
で
す
。

現
在
の
会
員
数
三
百
余
名
は
協
力
し
て
更
な
る
発

展
に
向
か
っ
て
頑
張
ら
ね
ば
…
…
と
思
う
こ
の
頃
で

す
。

会 報 需 瓢

理

中 事

島

楽
し
い
互
助
会
の
行
事
や
、
各
種
研
修
会
で
の
学

習
や
技
術
の
習
得
、
多
く
の
人
々
と
の
交
流
は
心
身

の
健
康
の
源
で
す
。

相
応
の
収
入
と
親
睦
が
生
き
が
い
と
な
る
よ
う
な

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
し
て
益
々
の
発
展
を
祈

念
し
て
止
み
ま
せ
ん
。
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硼
南
部
広
域
ン
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

理
事
長

田
　
子
　
　
　
工貝

南
部
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
区
域
は
南

部
町
と
伯
者
町
の
二
町
で
す
。

平
成
四
年
十
月
に
西
伯
と
会
見
が
合
併
し
（社
）
南

部
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
し
て
発
足
し
、

そ
の
後
岸
本

・
溝
国
と
合
併
し

現
在
の
姿
に
な
り
ま
し
た
。　
　
１

大
山
国
立
公
園
の
西
側
に
ひ

主

ら
け
る
麓
か
ら
島
根
県
に
隣
接

Ｌ

す
る
位
置
に
あ
り
ま
す
。　
　
　
一

両
阿
あ
わ
せ
た
人
口
は
三
万

四
千
四
百
七
十
二
人
で
、
六
十

歳
以
上
の
人
口
が
、
八
千
五
百

八
人
で
す
。
旧
四
町
に
そ
れ
ぞ

れ
支
所
が
あ
り
、
西
伯
本
所
は

職
員
四
名
、
会
見
支
所
は
二
名
、

岸
本
支
所
は
三
名
、
溝
口
支
所

は
三
名
の
配
置
で
す
。

会
員
数
現
在
五
百
四
十
名
で
、

祖
入
会
率
は
六

・
三
％
で
す
。

平
成
十
八
年
度
実
績
は
受
注
件

数
四
千
六
百
五
十
三
件
、
就
業

延
人
員
四
万
七
千
四
百
五
人
契
約
金
額
は
二
億
二
千

三
百
十
五
万
四
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

南
部
広
域
の
地
域
は
中
山
間
の
農
村
地
帯
な
の
で

会
員
の
ほ
と
ん
ど
が
農
業
者
で
す
。

叉
仕
事
も
農
業
に
類
似
す
る
仕
事
が
多
く
車
刈
り
、

草
取
り
等
は
喜
ば
れ
地
域
の
担
い
手
と
し
て
活
躍
し

て
い
ま
す
。

主
な
就
労
先
は
と
っ
と
り
花
回
廊
、
原
工
業
団
地

等
が
あ
り
年
間
の
就
業
率
は
九
十

・
一
％
で
す
。

会
員
の
厚
生
は
、
シ
ル
バ
ー
事
業
を
運
営
す
る
う

え
に
お
い
て
会
員
同
士
の
親
睦
が
平
素
の
就
労
に
欠

か
せ
ま
せ
ん
、
正
月
は

「ゅ
っ
た
り
旅
行
」
出
雲
大

社
と

″日
本
三
大
美
人
の
湯
″
の
湯
の
川
温
泉
へ
百

六
十
名
パ
ス
四
台
で
日
帰
り
旅

行
、
十
月
に
は
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
、
十

一
月
に
は
南
西
伯

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
こ
好
意

に
よ
る

「ふ
れ
あ
い
の
集
い
」
、

毎
年
違
う
科
の
医
師
に
話
し
を

聞
き
、
昼
食
を
食
べ
、
踊
り
、

カ
ラ
オ
ケ
が
出
る
な
ど
八
十
名

の
盛
会
で
、
◆
年
で

な
り
ま
す
。

会 報 需 則

に

会
員
の
心
構
え
と
し
て

「会

員
の
就
労
心
得
」
を
背
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
発
注
者
に
喜
ん
　
　
μ

で
い
た
だ
け
る
仕
事
を
す
る
こ
　
　
】

と
と
安
全
就
業
等
を
モ
ッ
ト
ー

に
心
が
け
て
い
ま
す
。

´
F
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ナ

ilぢ

会
長

の
広
場

ン
ん
パ
ー
人
材
セ
ン
７
１
と

仕
と
が
い

日
野
町
シ
ル
バ
‐人

材
セ
ン
タ
ー

川

上

正

治

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
と
な
っ
て
八
年

の
月
日
が
経
過
し
ま
し
た
。
幸
い
に
も
体
力
に
恵
ま

取
　
れ
、
大
病
な
ど
な
く
仕
事
の
出
来
る
喜
び
に
ひ
た
っ

需
　
て
お
り
ま
す
。

報
　
　
会
員
の
人
達
と
出
会
え
る
喜
び
と
、
共
に
語
り
励

会
　
ま
し
あ
い
な
が
ら
の
作
業
は
会
員
で
な
け
れ
ば
昧
わ

う
こ
と
の
で
き
な
い
時
間
だ
と
思
い
ま
す
。

我
が
日
野
阿
は
週
疎
化
が
進
み
、
年
々
若
き
労
働
者

が
失
わ
れ
、
そ
れ
に
伴
い
老
人
に
で
き
る
仕
事
も
少

な
く
な
る
ば
か
り
。
活
気
も
薄
れ
が
ち
で
、
ど
こ
に

は
け
回
を
持

っ
て
い
け
ば
よ
い
の
か
見
当
ら
な
い
の

が
現
実
で
す
。

こ
う
し
た
中
、
地
域
の
結
び
つ
き
、
そ
し
て
少
し

で
も
社
会
の

一
員
と
し
て
、
我
々
会
員
の
結
び
つ
き

は
大
切
で
あ
り
捨
て
が
た
い
貴
重
な
存
在
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
シ
ル
バ
ー
会
員
の
並
々
な
ら
ぬ
努
力

に
よ
り

。
地
元
に
活
力
を
取
り
戻
す
こ
と
が
出
来
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
先
、
シ
ル
バ
ー
を
頼
み
の
綱
と
し
て
、

作
業
等
を
依
頼
さ
れ
る
家
々
が
増
加
す
る
こ
と
を
期

待
し
、
会
員
み
ん
な
が
手
を
取
り
合
い
、
社
会
の
役

に
た
て
る
よ
う
努
力
し
て
い
か
ね
ば
と
思
う
◆
日
こ

の
頃
で
す
。

会
員
と
な
り
働
く
喜
び
を
肌
で
感
じ
た
う
え
、
人

々
と
の
大
切
な
結
び
つ
き
は
何
事
に
も
増
し
て
、
自

分
自
身
を
人
間
的
に
成
長
さ
せ
て
く
れ
た
と
思
い
ま

す
。
世
の
た
め
人
の
た
め
に
働
く
と
言
う
、
当
た
り

前
の
役
目
を
果
た
す
幸
せ
で

一
杯
で
す
。

安
全
作
業
に
徹
し
、
会
員
と
の
親
睦
を
探
し
て
日
々

精
進
し
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。

僅
康
と
仕
竜
マ
斐

古
同

人
材
セ
ン
タ
ー

野

虫星
戸
ト

三
朝
町
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
発
足
し
た

の
は
、
平
成
十
五
年
四
月
、
◆
年
で
四
年
と
数
ヶ
月

に
成
り
ま
す
。

発
足
当
時
の
会
員
数
は
、
十
五
名
位
だ

っ
た
よ
う

に
記
憶
し
て
い
ま
す
。
（現
在
五
十
四
名
）

始
め
は
ま
だ
住
民
の
方
か
ら
の
仕
事
の
依
頼
は
な

く
、
町
か
ら
の
補
助
金
と
応
援
を
受
け
乍
ら
、
教
育

施
設
の
清
掃
や
、
ト
レ
ー
回
収
、
除
車
等
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。
其
の
後
、
会
員
の
働
く
場
の
拡
大
の
為

剪
定
、
塗
装
、
介
護
、
襖

・
障
子
の
張
替
、
等
種
々

の
講
習
会
が
開
催
さ
れ
、
其
の
講
習
会
に
参
加
さ
れ

た
会
員
の
皆
さ
ん
の
や
る
気
と
、
熱
意
が
地
域
の
方

々
か
ら
も
支
援
を
頂
け
る
様
に
成
り
、
仕
事
の
依
頼

も
増
え
て
い
っ
た
様
に
思
い
ま
す
。

四
年
余
り
を
経
過
し
た
◆
、
女
性
会
員
の
入
会
が

増
え
れ
ば
と
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
興
味
の

あ
る
方
に
声
を
掛
け
入
会
を
勧
め
て
い
ま
す
が
、
思

う
様
に
希
望
者
が
集
ま
ら
な
い
現
状
で
す
。

会
員
の
就
業
が
固
定
化
し
て
い
く
中
、
改
め
て
会

員

一
人

一
人
が
無
理
の
な
い
取
り
組
を
自
覚
し
て
戴

い
て
、
安
全
就
業
を
心
掛
け
、
地
域
の
中
で
少
し
で

も
お
役
に
立
て
れ
ば
と
願
っ
て
い
る
匂
日
で
す
。

依
頼
さ
れ
た
仕
事
に
責
任
を
持
ち
、　
一
つ

一
つ
無

事
に
こ
な
し
、
仲
間
と
語
ら
い
、
健
康
で
充
実
し
た

毎
日
を
送
ら
せ
て
頂
い
て
い
る
事
が
、
生
き
が
い
そ

の
も
の
で
あ
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
ｎ

こ
れ
か
ら
も
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
　
ψ

で
あ
る
事
へ
の
自
覚
を
持
ち
、
仕
事
を
発
注
し
て
下

さ
る
地
域
の
皆
様
の
信
頼
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
日

々
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
い
ら
も
ン
止
べ
Ｉ
人
材

セ
ン
７
と
こ
笑
に

硼
南
部
広
域
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー

岸
本
支
所大

森

　

　

由亘

私
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
、
花
回

廊
班
員
と
な
り
、
早
く
も
五
年
目
を
迎
え
た
。

,′

朝
田丁
シ
リレ



入
会
当
初
は
全
く
知
ら
な
い
人
達
ば
か
り
で
多
少
不

安
も
あ
っ
た
が
、
諸
先
輩
の
良
き
指
導
の
も
と
、
ス

ム
ー
ズ
に
溶
け
込
み
、
多
く
の
知
人
、
友
人
が
出
来

て
新
た
な
人
間
関
係
を
作
り
、
将
来
の
思
い
出
と
な

り
つ
つ
あ
る
。

花
回
廊
班
は
現
在
四
十
名
の
人
員
を
四
班
編
成
の

日
々
二
班
体
制
で
、
主
に
園
内
の
除
車
、
花
の
抜
き

取
り
、
植
え
付
け
作
業
を
行

っ
て
い
る
。

全
員
が
種
々
の
仕
事
に
精
通
し
、
知
識
、
経
験
豊

富
な
人
達
ば
か
り
で
あ
る
。
叉
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
主
催
の
種
々
講
習
会
に
多
く
の
参
加
が
あ
り
、

更
に
自
身
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
と
間
い
て
い
る
。

そ
し
て
実
作
業
で
も
仕
事
の
効
率
化
や
、
問
題
解

消
、
改
善
等
進
ん
で
取
り
組
ん
で
お
り
、
そ
の
中
で

私
自
身
も
何
と
か

一
員
と
し
て
頑
張
っ
て
い
る
所
で

あ
る
。

私
自
身
の
生
活
ス
タ
イ
ル
と
し
て
、
花
回
廊
就
業

を
中
心
と
し
て
、
就
業
の
無
い
日
は
野
菜
作
り
や
、

趣
味
と
し
て
軽
度
の
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
毎
日
の
リ

サ
イ
ク
ル
で
あ
る
。

特
に
こ
れ
ま
で
で
感
じ
た
事
は
、
以
前
に
比
べ
て

「健
康
な
身
体
」
に
な
っ
た
事
で
あ
る
。

六
十
歳
頃
ま
で
は
室
内
業
務
が
主
で
あ
っ
た
た
め

か
、
徳
年

一
～
二
回
は
風
邪
等
に
苦
し
ん
で
い
た
が
、

人
材
セ
ン
タ
ー
花
回
廊
班
と
な
っ
て
屋
外
作
業
が
主

と
な
り
、
夏
場
は
厳
し
い
時
も
あ
る
が
、
陽
に
当
た

り
、
汗
を
か
き
な
が
ら
の
作
業
が
健
康
な
身
体
作
り

と
な
り
、
病
気
等
で
休
養
す
る
事
も
無
く
な
り
、
以

前
に
も
増
し
て
心
身
共
に
健
康
と
な
っ
た
。

ど
ん
な
仕
事
も
肉
体
的
、
精
神
的
に
厳
し
い
年
齢

と
な
っ
て
行
く
が
、
ま
す
は
健
康
に
留
意
し
、
無
理

を
し
な
い
で
楽
し
く
日
々
の
行
動
を
計
画
的
に
遂
行

し
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
と
し
て
悔
い
の
残
ら
な
い
日

常
生
渚
を
送
る
事
が
、
自
身
の
充
実
、
向
上
に
な
り
、

そ
し
て
シ
ル
パ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
発
展
に
も
つ
な

が
っ
て
行
く
と
考
え
る
。

え
牌
４
全
に
参
加
上
罐
鯵

軍
ど
強
竜
靴
戦
】

（塗
装
講
習
　
倉
吉
会
場
）

倉

士
国

市
石

橋

恒

晴

七
月
四
日
よ
り
開
講
の
塗
装
ア
シ
ス
タ
ン
ト
講
習

に
参
加
し
て
プ
ロ
と
し
て
生
き
て
行
く
た
め
の
術
の

厳
し
さ
を
◆
更
乍
ら
に
痛
感
し
、
た
か
が
ペ
ン
キ
塗

り
さ
れ
ど
ペ
ン
キ
塗
り
で
し
た
。
板

一
枚
に
塗
料
を

か
け
る
事
、
ブ
ロ
ッ
ク
に
化
粧
を
す
る
事
、
そ
の
道
　
幻

は
そ
の
道
だ
と
感
じ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω

私
は
、
車
の
塗
装
は
多
少
経
験
も
有
り
少
し
は
雑

学
も
心
得
て
い
ま
し
た
が
、
車
の
パ
テ
付
け
は
歪
み

を
駅
る
た
め
、
塗
装
は
エ
ア
ー
ガ
ン
で
仕
上
げ
、
刷

毛
は
使

っ
た
こ
と
が
無
か
っ
た
の
で
、
根
本
的
な
違

い
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
指
導
頂
き
ま
し
た
諸
先
生
方
も
最
初
は
素
人
だ

っ
た
で
し
ょ
う
が

一
人
前
に
な
る
に
は
十
年
掛
か
る

と
お
間
き
し
て
、
私
の
人
生
に
十
年
の
余
裕
の
無
い

こ
と
を
間
中
に
勉
強
を
さ
せ
て
頂
き
有
難
う
こ
ざ
い

ま
し
た
。

私
は

《
脳
の
働
く
限
り
》
《
四
肢
の
動
く
限
り
》

人
生
勉
強
だ
と
言
い
間
か
せ
て
お
り
ま
す
。　
一
生

一

職
で
は
海
よ
り
も
深
く
て
自
分
の
人
生
で
は
会
得
出

来
な
い
よ
う
な
七
職
八
貧
乏
の
説
法
を
乗
っ
取
っ
て
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何
で
も
出
来
る
人
生
を
歩
み
た
い
の
で
す
。

◆
ま
で
に
自
動
車
に
か
か
わ
る
こ
と
は
、
整
備
、

板
金
、
溶
接
、
セ
ー
ル
ス
、
五
月
迄
は

一
年
三
ヶ
月

か
け
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
電
気
自
動
車
や
県
内
に
は

一
台

し
か
な
い
車
の
製
作
等
何
で
も
や
っ
て
き
ま
し
た
。

も
う
す
ぐ
赤
瓦
周
辺
を
走
る
と
思
い
ま
す
。
魚
屋
も

二
十
年
、
そ
の
間
に
福
祉
方
面
で
は
日
本
音
楽
協
会

ミ
ュ
ー
ジ
ツ
ク
ケ
ア
、
訪
間
介
護
２
級
ヘ
ル
パ
ー
資

格
を
二
年
前
、
叉
、
倉
吉
市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
は

一
期
生
で
し
た
。
人
前
で
話
す
事
の
大
切
さ

を
知

っ
て
関
西
司
会
者
協
会
で
司
会
の
勉
強
も
五
年

程
指
導
を
仰
ざ
ま
し
た
。

三
年
前
よ
り
週

一
回
ギ
タ
ー
の
先
生
に
つ
い
て
の

音
楽
の
勉
強
、
体
力
保
持
の
た
め
三
十
年
前
よ
リ
マ

ラ
ソ
ン
ヘ
の
挑
戦
を
続
け
て
お
り
、
◆
年
は
あ
と
三

レ
ー
ス
出
場
の
予
定
、
七
月
二
四
日
よ
り
は
室
内
装

飾
ア
シ
ス
タ
ン
ト
講
習
、
九
月
三
日
よ
り
造
園
ア
シ

ス
タ
ン
ト
講
習
を
受
講
の
予
定
、
又
、
盆
栽
剪
定
は

通
信
教
育
で
勉
強
し
た
が
◆

一
度
専
門
指
導
を
受
け

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

本
年
の
予
定
は
こ
れ
位
に
し
て
来
年
は
、
楽
器
を

弾
い
た
り
歌
を
歌
っ
た
り
し
長
年
の
夢
で
あ
っ
た
音

楽
療
法
士
の
勉
強
を
し
、
音
楽
を
通
じ
て
、
心
の
癒

し
を
福
祉
施
設
及
び
我
々
と
同
年
代
の
方
々
と
機
能

維
持
の
た
め
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ケ
ア
で
、
い
こ
い
演

奏
を
し
た
り
共
に
歌
っ
た
り
を
旗
印
に
あ
く
な
き
挑

戦
を
す
る
た
め
日
夜
努
力
を
致
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
会
員
新
入
生
―
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

訪
問
↑
護
嚢
番
戒
守
倦

（
Ｚ
額
課
濯
）
に
参
力
し
て

（米
子
会
場
）

未
体
験
ｙ
ｌ
ン
突
入
！

米
　
子
　
市朝

月

主早

雄

私
は
か
ね
て
か
ら
、
定
年
を
迎
え
た
そ
の
後
は
、

こ
れ
ま
で
育
て
て
戴
い
た
全
て
の
天
、
地
、
人
の
思

に
少
し
で
も
恩
返
し
し
た
い
…
…
そ
ん
な
気
持
ち
を

持

っ
て
い
ま
し
た
。

八
回
―
ワ
ー
ク
で
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連

合
会
主
催
の
訪
間
介
護
講
習
が
あ
る
の
を
知
り
、
締

切
も
迫
っ
て
い
た
関
係
で
、
と
り
あ
え
す
応
募
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
応
募
し
た
も
の
の
合
格
通
籍
を
も

うヽ
っ
て
か
ら
も
、
ど
う
し
よ
う
か
と
迷
っ
て
し
ま
い
、

武
び
込
む
勇
気
を
持
て
す
に
い
ま
し
た
。
と
云
う
の

も
、
テ
レ
ビ
等
で
介
護
番
組
を
見
る
に
つ
け
、
自
分

に
は
と
て
も
出
来
そ
う
に
な
い
な

・
・
。
と
云
う
不

安
が
頭
を
も
た
げ
て
き
て
い
た
か
ら
で
す
。

と
も
あ
れ
、
葛
藤
の
な
か
で
六
月
二
十
五
日
か
ら

講
習
が
始
ま
り
ま
し
た
。
最
初
の
十

一
日
間
は
座
学
、

十
二
日
目
か
ら
は
座
学
と
基
本
介
護
技
術
の
体
得
、

そ
し
て
、
七
月
二
十
日
か
ら
は
各
人
に
分
か
れ
て
四
　
鉤

日
間
の
実
習
と
い
う
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
、
介
護
実
習
、
　

ψ

訪
間
介
護
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス

（通
所
介
護
）
を
そ
れ

ぞ
れ
、
８
時
間
×
２
日
、
８
時
間
×
１
日
、
６
時
間

×
―
日
と
い
う
も
の
で
し
た
。
座
学
で
は
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
の
心
得
や
そ
の
他
諸
々
の
基
礎
知
識
を
、
演

習
で
は
、
グ
ル
ー
プ
及
び
、
二
人
す
つ
組
ん
で
車
椅

子
や
ベ
ツ
ド
等
の
用
具
を
使
用
し
て
の
食
事
、
入
浴
、

排
泄
、
捗
行
等
に
関
す
る
基
本
介
護
の
習
得
が
主
な

内
容
で
、
素
人
相
手
に
も
拘
わ
ら
す

一
生
懸
命
教
え

て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
の
お
か
げ
で
、
自
分
な
り
に

技
術
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

特
に
実
習
は
生
き
た
現
場
、
利
用
者
の
実
生
渚
に

も
入
り
込
む
と
て
も
気
を
使
う
体
験
の
中
で
、
何
か

し
ら
右
往
左
往
し
て
い
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
胃

秘
義
務
が
あ
る
の
で
詳
し
い
内
容
は
省
き
ま
す
が
、

―
hl強



し
か
し
、
利
用
者
の
自
立
支
援
を
前
提
と
し
て
の
介

護
、
利
用
者
第

一
の
細
や
か
な
気
違
い
の
必
要
性
、

そ
し
て
何
よ
り
利
用
者
と
同
じ
目
線
に
た
っ
て
接
す

る
こ
と
を
習
得
さ
せ
て
戴
い
た
の
で
、
◆
後
は
、
私

生
渚
を
通
し
て
何
処
か
で
何
か
の
時
に
役
立
て
て
行

き
た
い
で
す
。

◆
回
の
講
習
で
お
世
話
下
さ
っ
た
講
師
の
先
生
方

や
ス
タ
ッ
フ
の
方
や
、
去
達
者
な
Ａ
さ
ん
、
Ｂ
さ
ん

等
個
性
溢
れ
る
先
輩
達
の
お
か
げ
で
、
曲
が
り
な
り

に
も

楽
し
み
な
が
ら
受
講
出
来
た
こ
と
を
心
か
ら
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。
有
難
う
こ
ざ
い
ま
し
た
。

径
理
事
務
補
財
蓋
召
伐

に
参
力
し
て

（鳥
取
会
場
）

鳥
　
取
　
市

八
□
―
ワ
ー
ク
の
窓
口
で
相
談
し
て
い
て
紹
介
し

て
い
た
だ
い
た
の
が
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
主

催
の
こ
の
講
習
会
。
電
話
で
問
い
合
わ
せ
て
い
た
だ

き
詳
細
を
尋
ね
る
と
、
講
習
の
日
程
は
、
再
就
職
に

向
け
て

「
ワ
ー
ド
」
「
エ
ク
セ
ル
」
の
基
本
操
作
に

Ｅ
メ
ー
ル
さ
ら
に
会
計
ソ
フ
ト
の
操
作

・
演
習
を

一

三
日
間
で
学
ぶ
と
い
う
非
常
に
充
実
し
た
内
容
で
し

た
。早

速
、
講
習
を
受
け
て
み
た
い
と
思
い
応
募
し
、

幸
運
に
も
参
加
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

初
日
は
、
席
に
着
い
た
参
加
者
は
み
な
落
ち
着
き

が
あ
り
、
背
筋
も
ピ
ー
ン
と
伸
び
、
真
剣
そ
の
も
の
。

私
は
、
こ
う
い
う
雰
囲
気
は
久
し
ぶ
り
な
た
め
、
緊

張
が
走
り
ま
し
た
。
開
講
式
が
終
わ
る
と
、
講
師
の

先
生
の
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
声
で
、
「さ
あ
！
で
は
始
め

ま
し
ょ
う
！
」
「お
ね
が
い
し
ま
す
」
。

ま
す
、
「
ワ
ー
ド
」
か
ら
ス
タ
ー
ト
で
す
。
文
字

入
力
の
基
本
か
ら
始
ま
り
、
文
書
の
編
集
ま
で
。
最

終
的
に
は
タ
イ
ト
ル
も
華
や
か
に
表
あ
り
、
イ
ラ
ス

ト
あ
り
の
す
て
き
な
文
章
が
作
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
地
図
作
成
も
教
わ
っ
た
。
（
こ
れ

は
使
え
る
！
）
み
ん
な
大
収
穫
の
画
持
ち
。

そ
し
て
、
「
エ
ク
セ
ル
」
で
は
デ
ー
タ
の
入
力
か

ら
編
集
ま
で
。
表
の
作
成
、
グ
ラ
フ
作
成
、
関
数
の

入
力
、
自
動
集
計
な
ど
。
連
続
し
た
デ
ー
タ
を
簡
単

に
入
力
す
る

「オ
ー
ト
フ
ィ
ル
」
機
能
、
ま
た
、
合

計
や
平
均
が

「オ
ー
ト
Ｓ
Ｕ
Ｍ
」
ボ
タ
ン
を
使
え
ば
、

簡
単
に
求
め
ら
れ
る
。

「そ
れ
で
は

一
緒
に
や
っ
て
み
ま
し
よ
う
」
先
生

の
言
わ
れ
る
と
お
り
に
し
た
つ
も
り
が
、
う
ま
く
い

か
な
い
。
後
方
の
二
人
の
先
生
が
速
や
か
に
優
し
く

サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
る
。
や
り
終
え
た
後
ろ
の
席

の
人
か
ら

「な
ん
と
な
―
！
」
（便
利
な
機
能
が
あ

る
も
ん
だ
）
と
感
激
の
声
。

（全
く
同
感
）

簿
記
で
は
仕
訳
の
要
領
を
つ
か
み
理
解
す
る
こ
と

か
ら
教
わ
り
、
実
際
会
計
ソ
フ
ト
を
開
き
、
入
力
操

作
を
学
び
ま
し
た
。

あ
っ
と
い
う
間
に
最
終
日
を
迎
え
ま
し
た
が
、
皆

一
生
懸
命
で
し
た
。
短
い
日
数
の
中
で
、
普
段
家
で

一
人
で
は
学
べ
な
い
こ
と
を
ゆ

っ
く
り
荻
え
て
も
ら

え
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
習
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
◆
後
の
仕
事
に
必
す
汚
か
さ
れ
る
と
実
感
し

て
い
ま
す
。

こ
の
講
習
を
企
画
さ
れ
た
（社
）
鳥
取
県
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
連
△
只
ム
の
皆
様
、
受
講
期
間
中
講
師

・

ス
タ

ッ
フ
の
皆
様
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
こ
ざ
い
ま
し
た
。

梶

,II

不ll

津
子
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表
紙
の
こ
と
ば

鳥
取
市
の
夏
の
祭
典

「鳥
取
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
祭
」

が
◆
年
度
は
八
月
十
日
～
八
月
十
二
日
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
祭
に
使
う

「し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
傘
」

の
製
作
に
鳥
取
市
ン
ル
パ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
六
人

の
会
員
が
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

自
い
紙
を
張
っ
た
和
傘

（直
経
八
十
ｃｍ
・
長
さ

一
・

三
ｍ
）
に
赤
と
青
の
塗
料
を
塗
り
、
乾
燥
さ
せ
た
後
、

三
十
本
あ
る
傘
の
骨
に

一
本
ず
つ
金
、
銀
の
短
冊
と

鈴
を
と
り
つ
け
て
、
仕
上
げ
ま
す
。
手
慣
れ
た
ベ
テ

ラ
ン
で
も

一
日
四
本
～
五
本
が
や
っ
と
で
す
。

◆
年
は
、
あ
た
ら
し
く
七
百
本
つ
く
り
、
約

一
千

本
を
修
理
し
ま
し
た
。

会 報 需 珂翼

新設されたシルバーワークプラザでしゃん

しゃん傘の飾り付け作業に励む会員

,

平
成
十
九
年
四
月

一
日
付
異
動

「退

職
」

〓
一月
三
十

一
日
付

事
務
局
次
長遠

藤

堅

一

安
全

・
適
正
パ
ト
ロ
ー
ル
指
導
員

椎
　
名
　
　
　
貢

ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
就
業
機
会
開
発
員

佐
々
木

【昌
久
美

事
業
所
等
訪
間
担
当
相
談
員

（東
部
地
区
）

岡
　
田
　
恭
　
輔

事
業
所
等
訪
間
担
当
相
談
員

（中
部
地
区
）

中
　
野
　
釜
白　
隆

事
業
所
等
訪
間
担
送
相
談
員

（西
部
地
区
）

国
　
本
　
美
代
子

薪

怪

四
星

貝
何

Ｓ
Ｐ
担
当

樋
　
野

曹
日

成

安
全

・
適
正
パ
ト
ロ
ー
ル
指
導
員

中
　
野
　
賢
　
一

ホ
ヮ
イ
ト
カ
ラ
ー
就
業
機
会
開
発
員

野
　
口
　
　
　
功

「配
置
替
」

四
月

一
日
付

事
務
局
次
長八

　
田

　

　

和

Ｓ
Ｐ
担
当
業
務
課
長

石
　
崎
　
純

　
一

(25)



(社)鳥取県シ′しパー人芹汀センクー連合会正会目
(平成 19年 8月 ]日現在)

名 称 T 所  在  地 電 話 FAX 代表者

lネJ鳥取市シサレブヽ一人材センター 680-0845 鳥取市富安2-10牛 ] 0857-22-0050 0857-22-0051 木島敏行

硼米子広域シサレlヽ一人材センター 683-0811 米子市錦田丁卜110 0859-32-2633 0859-32-5823 宇野治巳

lネ十1倉吉市シルバー人材センター 682-0816 倉吉市駄経寺田丁2-8-1 0858-22-0870 0858-23-6101 野 島  完

lネJ境港市シサレブヽ一人材センター 684-0034 境港市昭和町11-17 0859-47-4540 0859-47-4541 足立郁馬

lネJ南部広域切レブヽ一人材センター 683-0351 西伯郡南部田丁法勝寺170 0859-66-4011 0859-66-5380 田子  貢

lネJ智頭田丁シサレブヽ一人材センター 689-1402 八頭郡智頭田丁智頭1795-1 0858-75-0170 0858-75-2366 石谷文―

lネ〕岩美田丁シサレブヽ一人材センター 681-0003 岩美郡岩美田丁浦富1041-] 0857-72-2511 0857-72-2512 谷 口幹彦

l女J湯梨浜日丁切レブヾ一人材センター 682-0712 東伯郡湯梨浜日丁上浅滓123-2 0858-35-4130 0858-35-4130 足立春人

lネJ琴浦田丁シサレ,ヽ一人材センター 689-2352 東伯郡琴浦田丁浦安152-3 0858-52-1001 0858-52-1004 足立慎夫

lネ→北栄田丁シサレ,(一人材センター 689-2103 東伯郡北条田丁田井46-2 0858-36-6220 0858-36-6227 岸田忠良

lネJ大山田丁シサレ,ヾ一人材センター 689-3332 西伯郡大山田丁末長269-1 0859-53-4787 0859-53-1310 林原彦―

八頭田丁シルバー人材センター 680-0463 八頭郡八頭田丁宮谷25牛 1 0858-72-0021 0858-72-2793 村田敏雄

江府田丁シルバー人材センター 689-4413 日野郡江府田丁洲‖河崎62 0859-75-3211 0859-75-3211 宇田川 潔

日野町シルバー人材センター 689-5131 日野郡日野田丁黒坂1247-1 0859-74-0870 0859-74-0338 瀬田寿幸

日南田丁シルバー人材センター 689-5211 日野郡日南田丁生山357 0859-82-0223 0859-82-0223 大下 勇

三朝田丁シルバー人材センター 682-0152 東伯郡三朝田丁本泉359-1 0858-43-1883 0858-43-1883 西村武津美
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FAX

社団法人 鳥取県シルパー
人材センター連合会

〒683-0812
鳥取県米子市角盤日Jl丁目76番地

0859-3フー2531
0859-3フー2537

印 用」:lttlニ シキ印用」
鳥取県米子市灘町3-150

電 言舌:0859-32-2250

お

願

ｎ

・
投
稿
募
集

ｏ
会
員
の
声

（趣
味

・
技
術
等
に
関
す
る
事
）

ｏ
俳
句

・
短
歌

・
川
柳

投
稿
こ
希
望
の
方
は
鳥
取
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
連
合
会
ま
で
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

米
子
市
角
盤
町

一
丁
目
七
六

（社
）
鳥
取
只
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

郵
便
番
号
　
　
工八
八
三
十
〇
八

一
二

電
話
番
号

　

（〇
八
五
九
）
三
七
十
二
五
三

一

Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号

（〇
八
五
九
）
三
七
十
二
五
三
七

あ
と
が
き

◆
回
も
、
関
係
各
位
の
御
協
力
の
お
陰
で
第
十
七

号
が
発
行
で
き
ま
し
た
。
こ
寄
稿
い
た
だ
い
た
皆
様

に
心
か
ら
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
◆
回
は
趣
味
の
ひ

と
と
き
と
し
て
、
何
笛

「ケ
ー
ナ
」
を
作
り
、
奏
で

て
、
楽
し
ん
で
お
ら
れ
る
倉
吉
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
渡
邊
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

何
か
に
熱
中
さ
れ
て
い
る
方
を
こ
存
じ
の
方
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
紹
介
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。


